
１月１２日は成人の日。和泉市では本年この日に２１5

９人の新成人が晴れやかに成人式を迎えられました。本市

の成人式は数年前から地域別に３部に分けて、場所も伯太

町の市民文化ホールとシティプラザ弥生の風ホールで行わ

れております。私は郷荘中学校校区ですので、午前十時か

ら市民文化ホールで行われた第１部の成人式に参加させて

いただきました。

新成人の皆様！これからの人生において、楽しいこと、う

れしいこと、苦しいこと、悲しいことなど様々なことが待っ

ていることだと思いますが、この日の晴れやかな気持ちを

忘れずに前に進んでいってください。応援しております。

１月11日午前９時半より、和泉市出初式が和気町の市

民グランドにて盛大に行われました。消防団員の訓練

された隊列と整備された消防車両をみて、もしもの火

災や災害時に頼もしい活動が期待されます。また消防

戦隊「ケスンジャー」と

「スクイーン」も隊列に参

加していました。さらには、

たいへん寒い中でしたが、チ

アーリーダーやバトンの少女

の皆さんの行進とすばらし

い演技が、参列された皆さんの心を温かくしてくれま

した。皆さん大拍手の応援でした。

昭和63年3月に和泉府中駅周辺地区再生計画が策定以来、

様々な状況の変化などで当初地区面積約4.9ヘクタールの

予定が平成10年3月に第二種市街地再開発事業（市施行）

として、面積も約2.3ヘクタールに変更され正式決定され

ました。その後も用地買収や財源などの問題も含めて長期

化したが、やっと平成23年2月施設建築物「フチュール

和泉」が竣工。平成25年5月和泉府中新駅舎が完成し、

続いて平成26年3月和泉府中新駅前広場が供用開始し、

平成26年5月和泉府中駅前歩行者デッキが全面供用開始

された。残るロードインいずみ前の広場等の工事が現在順

調に進められていますが、本年２月に全面完成の予定となっ

ております。また駅西側の道路供用も早期完成を目指して

います。
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ドインいずみ前の状況です



主張／経済成長への戦略／新産業を育て、競争力の強化を

自公連立政権の経済政策がめざすのは、家計が景気回復の恩恵を実感することだ。
日本経済はデフレの出口に向かって前進しているが、最近の過度な円安に伴う商品

価格の高騰が家計の消費意欲を抑え、景気回復の足取りを重くしている。２０１５年
度予算案は、この状況を改善し、日本再興を成功に導く鍵だ。

消費の持続的な喚起は、生活者が直面する課題に、きめ細かく対応する政策が大前
提となる。個人消費を盛り上げるヒントは、地域の経済と社会を活性化する点にある。
政府は、都市部の若者が地方で活動を行う「地域おこし協力隊」を拡充する。若者の
新たな知恵と工夫で、観光など地域資源を生かした経済活性化が期待できよう。

日本経済の基盤である中小企業の振興策も最優先課題である。中でも、資金繰り支
援を含めた経営力の強化が必要だ。関連予算に１１億円を充て、事業転換などで新た
な事業活動への挑戦を行う中小企業の資金繰りを「中小企業経営力強化資金制度」に
よる低利融資策で支援する。

１５年度予算案は、地方創生関連の施策が注目されるが、長期的な視点で日本の成
長力を伸ばす政策メニューも多彩だ。自動車に並ぶ基幹産業への成長が期待されるロ
ボットの研究開発には、１４年度予算より３割増の総額１１１億円を大胆に投じる。
介護現場での本格的な活用も視野に入るロボット開発は、産業の裾野の広さから高い
経済効果を望めよう。

全世界で５００兆円以上の医療市場で競争力を獲得するための医療機器開発は４２
億円を計上した。

諸外国で“親日派・知日派”を育成するための予算を盛り込んだ点も評価できる。
政界や産業界で将来のリーダーと評される海外の人材を大学や研究機関などに招き、
日本の若手人材と深い交流を結ぶために２９億円を盛り込む。将来に希望を持てる日
本経済を戦略的に構築する上で、ふさわしい施策として注目したい。

来年度予算案は、来週から始まる通常国会で審議される。暮らしに元気を呼ぶため
に、買い物で使える「プレミアム商品券」の発行などを実現する今年度補正予算案と
併せ、早期成立を期してほしい。
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繁和町と肥子町を結ぶ槇尾川に架かる繁和橋 架け替
え。まずは仮橋の工事が本格化！本橋の工事はその
後になります。完成予定は平成34年度の予定
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